
JT-4000 MICRO
Portable 4-Voice Hybrid Synthesizer with 2 Analog Modeling 
Oscillators Per Voice, Analog Filter and Arpeggiator

V 1.0
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(JP) 安全指示
1.  これらの指示をお読
みください。

2.  これらの指示を守っ
てください。

3.  すべての警告に注意
してください。

4.  すべての指示に従って
ください。

5.  この装置を水の近
くで使用しないでくだ
さい。

6.  乾いた布でのみ拭い
てください。

7.  換気口をふさがない
でください。製造元の指
示に従ってインストールし
てください。

8.  ラジエーター、ヒート
レジスター、ストーブ、ま
たは熱を発生するその他
の装置 (アンプを含む) な
どの熱源の近くに設置し
ないでください。

9.  製造元が指定した
アタッチメント/アクセ
サリのみを使用してく
ださい。

10.  製造元
が指定した、
または装置と
一緒に販売さ

れたカート、スタンド、三
脚、ブラケット、またはテ

ーブルでのみ使用してく
ださい。カートを使用す
る場合は、カートと装置
の組み合わせを移動する
ときに、転倒による怪我
を防ぐように注意してくだ
さい。

11.  この製
品の正しい廃
棄: この記号
は、WEEE 指令 
(2012/19 / EU) 

および国内法に従って、こ
の製品を家庭ごみと一緒
に廃棄してはならないこ
とを示しています。この製
品は、廃電気電子機器 
(EEE) のリサイクルを許可
された収集センターに持
ち込む必要があります。こ
の種の廃棄物の取り扱い
を誤ると、一般に EEE に関
連する潜在的に危険な物
質が原因で、環境と人間
の健康に悪影響を与える
可能性があります。同時
に、この製品の正しい廃
棄にご協力いただくこと
で、天然資源の効率的な
利用に貢献します。廃棄
物をリサイクルする場所
の詳細については、最寄
りの市役所または家庭ご
み収集サービスにお問い
合わせください。

12.  本棚などの狭い場
所には設置しないでく
ださい。

13.  火のともったろう
そくなどの裸火源を装
置の上に置かないでく
ださい。
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JT-4000 MICRO フックアップ
ステップ 1: フックアップ スタジオシステム バンド/練習システム

練習システム

Headphones

Power
Adapter

USB C

Desktop Computer HeadphonesStudio Monitors

Audio Interface

USB B

USB A

USB A

USB A

USB B

MIDI Keyboard

USB C

Power
Adapter

USB C
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JT-4000 MICRO コントロール
ステップ 2: コントロール ステップ 2: コントロール

• 1990 年代の JP8K をベースにし
た 2 つの VCO

• 2 オペレーター FM オプション 
•  幅広いモジュレーションオ

プションを持つ、12 dB/オクタ
ーブ VCF

• VCA および VCF で独立した ADSR 
を備えたエンベロープジェネ
レーター

• 2 つの LFO
• MIDI CC による拡張パラメータ

ーコントロール
•  編集可能な 32 のプリセットサ

ウンドは、SysEx で保存可能
(1) USB SOCKET – この USB-C  

ソケットを使用して、 
JT-4000 MICRO へ適合する 
電源 (ラップトップ、USB  
充電器）から電力を供給
します｡ また USB 機能を
通じた MIDI へのアクセス、
ファームウェアアップデー
トもおこないます。 

(2) POWER SWITCH – JT-4000 
MICRO をオン/オフするスイ
ッチです。

(3) VOLUME – ヘッドフォンソケ
ット (4) の音量を調節する
コントロールです。 

(4) HEADPHONE SOCKET – 対応
するヘッドフォンを接続す
る 3.5 mm TRS ジャックソケ
ットです。バランスオーデ
ィオ接続には対応してい
ません。

(5) SELECT – JT-4000 MICRO の各
セクション（ボタン 9 – 14 
で選択）のメニューオプ
ションや、保存されている
プリセットをスクロール
するコントロールです。こ
のコントロールを押すと「 
ENTER 」として動作します｡ 
*が表示されたら、SELECT
を押すと、編集したプリセ
ットが保存されます。

(6) DISPLAY – ディスプレイ 
には、現在のプリセット
および波形変化がオシロ
スコープで表示されます
が、ボタン 9 – 14 いずれか
の使用中は、利用可能な
オプションおよび設定が
表示されます。プリセット
を編集すると、編集を保
存するまで、プリセット名
の横に記号の「*」が表示
されます。Enter を押すと、
編集したプリセットが保
存されて、｢*」の表示が消
えます。 

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

(9) (10) (11) (12) (13) (14)
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JT-4000 MICRO コントロール
(7) CUTOFF – 12 dB/オクターブ

アナログ VCF のカットオフ
周波数を変更するコント
ロールです。また、ボタン 
9-14 と一緒に使用して、A 
パラメーターを調節しま
す｡ 偶発的な変更を防ぐ
ために、コントロールが約 
9 時に回転するまでパラメ
ータは調整されないこと
に注意してください｡

(8) RESO – VCF のレゾナンスを
調節するコントロールで
す。また、ボタン 9-14 と一
緒に使用して、B パラメー
ターを調節します｡ 偶発的
な変更を防ぐために、コン
トロールが約 9 時に回転
するまでパラメータは調整
されないことに注意してく
ださい。 
 
メニュー選択ボタン  
- B に対して「------」と表示
される場合を除き、各オプ
ションには A および B パ
ラメーターがあります。

(9) OSC-X – このボタンを押す
と、オシレーターメニュー
にアクセスします。  
• OSC1 A: Wave（波形 - Off,  
 triangle, square, PWM, saw,  

 supersaw, FM, noise/オフ､ 
 三角波、スクエア波、 
 パルス幅変調、ノコギ 
 リ波、スーパーノコギリ 
 波、FM、ノイズ) 
 OSC1 B: DETU（スーパーノ 
 コギリ波選択時にデチュ 
 ーン）/ FDBK（FM 選択時 
 にフィードバック） 
• OSC1 A: PWM（PWM 選択時 
 にパルス幅調節） 
 OSC1 B: -------  
• OSC1 A: Coarse（OSC1 の粗 
 調整） 
 OSC1 B: Fine（OSC1 の微 
 調整) 
• OSC2 A: Wave（Off, triangle,  
 square, PWM, saw, noise/ 
 オフ、三角波、スクエア 
 波、パルス幅変調、ノコ 
 ギリ波、ノイズ） 
 OSC2 B: ------- 
• OSC2 A: PWM（PWM 選択時 
 にパルス幅調節） 
 OSC2 B: -------  
• OSC2 A: Coarse（OSC2 の粗 
 調整） 
 OSC2 B: Fine（OSC2 の微 
 調整） 
• PORTA A: Amount（量） 
 PORTA B: Mode（モード -  
 ポルタメントまたはグリ 
 ッサンド） 

• RING A: Amount（2 つのオ 
 シレーター間のリングモ 
 ジュレーション量） 
 RING B: Switch（リングモジ 
 ュレーションのオン/ 
 オフ切替） 
• PROG NAME EDIT（プログ 
 ラム名編集、エンコーダ 
 ー（5）を回して文字をス 
 クロールし、ENTER で選 
 択して、次へ移動します) 
 
FM オシレーターのアレン
ジメント 
オペレーター 1（ OSC1 ） 
がキャリア、オペレーター 
2 ( OSC2 ）が 0 〜 99% で調
節可能なフィードバックを
備えたモジュレーター  

OP2

OP1

 
 

(10) LFO-X – このボタンを押し
て LFO メニューにアクセス
します。  
• LFO1 A: Wave（波形 – 三角 
 波、スクエア波、ノコギ 
 リ波） 

 LFO1 B: Destination（目的 
 地 – VCF、OSC、PWM（PWM 
 波形選択時)、Detune 
 (スーパーノコギリ波選 
 択時)。 
• LFO1 A: Speed（スピード） 
 LFO1 B: Amount（量） 
• LFO2 A: Wave（波形 – 三 
 角波、スクエア波、ノコ 
 ギリ波） 
 LFO2 B: -------  
• LFO2 A: Speed（スピード） 
 LFO2 B: Amount（量）

(11) FILTER – FILTER メニューに
アクセスするボタンです。  
• VCF A: Attack（アタック -  
 VCF エンベロープジェネ 
 レーターのアタックタイ 
 ムを0 〜 99 の間で調節し 
 ます） 
 VCF B: Decay（ディケイ -  
 VCF エンベロープジェネ 
 レーターの減衰タイムを 
 0 〜 99 の間で調節し 
 ます） 
• VCF A: Sustain（サステイ 
 ン - VCF エンベロープジェ 
 ネレーターのサステイン 
 レベルを 0 〜 99 の間で 
 調節します） 
 VCF B: Release（リリース -  
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JT-4000 MICRO コントロール
 VCF エンベロープジェネレ 
 ーターのリリースタイム 
 を 0 〜 99 の間で調節し 
 ます) 
• VCF A: Amount（量 - VCF 
 の EG 変調の量を 0 〜 99 
 の間で調節します） 
 VCF B: ------ 

(12) AMP – このボタンを押す
と AMP メニューにアクセ
スします。  
• VCA A: Attack（アタック -  
 VCA エンベロープジェネ 
 レーターのアタックタイ 
 ムを 0 〜 99 の間で調節 
 します） 
 VCA B: Decay（ディケイ -  
 VCA エンベロープジェネ 
 レーターの減衰タイムを 
 0 〜 99 の間で調節し 
 ます） 
• VCA A: Sustain（サステイ 
 ン - VCA エンベロープジェ 
 ネレーターのサステイン 
 レベルを 0 〜 99 の間で 
 調節します) 
 VCA B: Release（リリース -  
 VCA エンベロープジェネ 
 レーターのリリースタイ 
 ムを 0 〜 99 の間で調節 
 します） 

• VCA A: Amount（量 - VCA 
 の EG 変調の量を 0 〜 99 
 の間で調節します） 
 VCA B: ------ 

(13) ARP – このボタンを押すと
アルペジエーターメニュー
にアクセスします。  
• ARP A: Motif（モチーフ - Up,  
 Down, Up & Down/アップ､ 
 ダウン、アップ＆ダウン) 
 ARP B: BPM（アルペジエー 
 ターのスピードを 20 bpm  
 〜 240 bpm の間で調節し 
 ます）  
• ARP A: Scale（スケール – ア 
 ルペジエーターのスケ 
 ールを調節します/1/8､  
 1/8T、1/16、1/16T、1/32） 
 ARP B: Swing（スイング –  
 アルペジエーターのスイ 
 ング量を 50%  〜  75%  
 の間で調節します) 
• ARP A: Source（ソース – ク 
 ロックソースを選択し 
 ます（内部、USB)。USB  
 を選択した場合は、USB 
 を通じてスタート/停止  
 コマンドを送り、アルペ 
 ジエーターをスタート/ 
 停止する必要があり 
 ます｡

(14) SETTINGS – このボタンを
押すと設定メニューにアク
セスします。  
• OCT A: Set（設定 - 内蔵キ 
 ーボードのオクターブを 
 設定します） 
 OCT B: ------ (オプション 
 B はありません） 
• MOD A: Set（設定 - キーボ 
 ードかアルペジエータ 
 ーのいずれかを選択 
 します）  
 MOD B: ------（オプション 
 B はありません） 
• VCF A: Trigger（トリガー -  
 フィルターエンベロープ 
 の再トリガーをオン/オ 
 フします） 
 VCF B: ------- (オプション 
 B はありません） 
• MID A: TXCH（MIDI  送信チ 
 ャンネル選択に使用。 
 外部コントロールの際は 
 オフにセットします） 
 MID B: RXCH（MIDI 受信チ 
 ャンネルを選択します）  
• MID A: Velocity（ベロシテ 
 ィ - MIDI ベロシティをオ 
 ン／オフします） 
 MID B: ------（オプション 
 B はありません） 

• PROG BULK SYX SEND   
 (プログラムバルク SysEx 
 送信 - 全プログラムで 
 SysEx ダンプを有効にし 
 ます） 
• PROG SING SYX SEND   
 (プログラムシングル 
 SysEx 送信 - 現在のプログ 
 ラムのみで SysEx ダンプ 
 を有効にします） 
• SYSEX RECEIVE (SysEx  
 受信 - SysEx 受信を有効 
 にします） 
• FACTORY RESET（ファクトリ 
 ーリセット - 全パラメー 
 ターを工場出荷時の初 
 期状態に戻し、現在のフ 
 ァームウェアバージョン 
 を表示します) 
ENTER ボタン (5) を押して
リセットを開始します.

•  編集したプログラムを保存す
るには、メニューを終了し、 
現在のメニューボタン (9-14)
を押してメイン画面に戻り､ 
ENTER を押して、名称変更した
プログラムを保存します。編集
が保存されると、アスタリスク
(*）が消えます。
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JT-4000 MICRO は MIDI CC コントロール番号に応答します: JT-4000 MICRO に 32 の プリセットサウンドを読み込み､ 動作を開始します:
MIDI Continuous Controllers

CC Number Acts on

1 Modulation
5 Portamento Time

24 OSC1 Wave
25 OSC2 Wave
28 LFO2 Amount
70 LFO1 Amount
71 VCF Resonance
72 LFO1 Rate
73 LFO2 Rate
74 VCF Cutoff
81 VCA EG Attack
82 VCA EG Decay
83 VCA EG Sustain
84 VCA EG Release
85 VCF EG Attack
86 VCF EG Decay
87 VCF EG Sustain
88 VCF EG Release
95 Ring Modulation Amount
96 Ring Modulation on/off (0-64 = off / 65 – 127 = on)
111 OSC1 Fine Tune
112 OSC2 Fine Tune
113 OSC1 PWM/supersaw Detune/FM Feedback
114 OSC2 PWM
115 OSC1 Coarse Tune
116 OSC2 Coarse Tune

Program Name

1 FATSAW
2 SUPULSE
3 KRAFT
4 WARMFIFTH
5 SEQ5
6 VINTSTRING
7 RUBBASS
8 BASS
9 PORTBASS

10 TRANCYPAD
11 12DBGLORY
12 BRIGHTSTR
13 REZOPAD
14 SOFT
15 RINGBASS
16 PIVUEMME

Program Name

17 FASTPORTA
18 BASSOON
19 DEEPSYNTH
20 VIBRA
21 SLOW
22 SYNBASS
23 STRANGE
24 GLISR’
25 AVTODA
26 OP3RA
27 DRAC
28 OLDVINYL
29 WIND
30 SNARE
31 FM-BELL
32 PARKUTI0N
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技術仕様
シンセサイザーアーキテクチャー
ボイス数 4 (パラフォニック)
タイプ ハイブリッド
オシレーター 2 VCO
 LFO 2 LFO
 VCF LPF 12 dB/オクターブ
 エンベロープ 2 ADSR

接続
電源スイッチ 左/右 オン/オフ
USB (MIDI) USB-C
ヘッドフォン 3.5 mm TRS, ステレオ 5 mW 32 Ω

USB

タイプ クラスコンプライアント USB-C

対応 OS
Windows 7 以降
Mac OS X 10.10 以降

音量
コントロール 音量: 0 〜 10

コントロール部

コントロール
ロータリーセレクター、押してエンター
A (フィルターカットオフ）/ 
B（レゾナンス）

ボタン
メニュー選択: オシレーターX、 
LFO-X、フィルター、アンプ、
アルペジオ、環境設定 

アナログフィルター部

コントロール カットオフ
レゾナンス

キーボード
キーボード 16 キー、静電容量式タッチ

所要電力
電源コネクター USB-C

物理仕様
標準動作温度範囲 5°C – 45°C (41°F – 113°F)
サイズ 
(高さ x 幅 x 奥行き) 36 x 93 x 130 mm (1.42 x 3.66 x 5.12 インチ)

重量 0.15 kg (0.34 lbs)
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その他の重要な情報
その他の重要な情報

1. ヒューズの格納部 / 
電圧の選択: 
ユニットをパワーソケッ
トに接続する前に、各
モデルに対応した正し
い主電源を使用してい
ることを確認してくだ
さい。ユ ニットによって
は、230 V と 120 V の 2 つ
の違うポジションを切り
替えて使う、ヒューズの
格納部を備えているも
のがあります。正しくな
い値のヒューズは、絶対
に適切な値のヒューズに
交換されている必要が
あります。

2. 故障: Music Tribe デ
ィーラーがお客様
のお近くにないとき
は、musictribe.com の 
“Support” 内に列記さ
れている、お客様の
国の Music Tribe ディス
トリビューターにコン
タクトすることがで
きます。お 客様の国
がリストにない場合
は、同じ musictribe.com 
の “Support” 内にある 
“Online Support” でお客
様の問題が処理でき
ないか、チェックして
みてください。あるい
は、商品を返送する前
に、musictribe.com で、オ
ンラインの保証請求を
要請してください。

3. 電源接続: 電源ソケッ
トに電源コードを接続
する前に、本製品に適切
な電圧を使用している
ことをご確認ください。
不具合が発生したヒュ
ーズは必ず電圧および
電流、種類が同じヒュー
ズに交換する必要があ
ります。



We Hear You


